
近畿アル ミニウム表面処理研究 会会。芒M2402006

重金属フ リー無電解ニ ッケル めっきの開発状況09

(奥野製薬工業㈱)○ 橋爪 佳

キーワー ド[無 電解ニ ッケルめっき、鉛 フ リー、重金属フ リー、環境対応]

1.は じめに

近年 、EU指 令(EW、WEEE、RoHS指 令)の 有害物質規制によ り、鉛、

水銀、カ ドミウム、6価 ク ロム及び臭素系難燃剤 のPBB、PBDEが 使用制限物

質の対象 とな り、表面処理 業界において も、鉛 フ リー化や6価 クロムフ リー一化

への対応が必要 となってきている。

無電解ニ ッケルめっきにおいては、安定剤及び光沢剤 として使用 されている

鉛が、めっき皮膜中に共析す るため規制物質の対象 となっている。

そこで、当社では、数年 前 より無電解 ニ ッケルめっき液の鉛 フ リー化に着手

し、EU指 令 に対応可能 な鉛 フ リーの無電解 ニ ッケル めっき液 「トップニコロ

ンLFシ リー ズ」を開発 してきた。 さらに、今回は、EU指 令 だけでなく、将

来の重金属規制 も見据え、鉛代替安定剤 に重金属を使用 しない無電解ニ ッケル

めっき液 「トップニ コロンGEシ リーズ」を開発 したので紹介す る。

2.鉛 フ リー無電解ニ ッケ ルめっき液～ トップニコロンLFシ リーズ～

鉛フ リー無電解 ニッケル めっき液 「トップニコロンLFシ リーズ」は従来製

品(鉛 含有製品)の 性能 をそのままに、鉛安定剤 を非含有 とした環境対応型 の

無電解ニ ッケルめっき液 である。1)鉛 はもちろん、水銀、カ ドミウム、クロム

も含有 しないため、EU指 令に対応可能である。

「トップニコロンLFシ リーズ」の製品群 としては、低 リン～高 リンの各種

めっき液、連続使用 タイプ とバ ッチタイプのめっき液、PTFEやSiCの 複合め

っき液な ど、多種多様 な用 途に対応できる豊富なライ ンナ ップを用意 した。

3.重 金属 フ リー無電解ニ ッケルめ っき液～ トップニコロンGEシ リーズ～

3.1.重 金属 フリー化の背景

これまで、当社ではEU指 令 に対応す るため、鉛 フ リーの無電解ニ ッケルめ

っき液 「トップニコロン 認 シリーズ」を開発 してきた。

「トップニ コロン 五Fシ リーズ」では、鉛代替安定剤 として、EU指 令の使

用制限に該当 しない無機 系化合物(重 金属)を 使用 している。

しか し、EU指 令 の規制 対象物質以外にも、重金属には毒性 の強い ものが多

い と言われていることか ら、将来、規制対象 となる重金属が増 えて くる可能性

が考 えられる。

そこで、当社では将来の重金属規制 を見据 え、鉛代替安定剤 に重金属 を使用

しない無電解ニ ッケルめっ き液 「トップニコロンGEシ リーズ」を開発 した
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3.2.ト ップニコロンGEシ リーズの特徴

重金属フ リー無電解ニ ッケルめっき液 「トップニコロンGEシ リーズ」は、

鉛、水銀 、カ ドミウム、 クロムはもちろん、現在、鉛代替安定剤 として一般的

に使用 されているビスマスなどの重金属 も非含有 とした環境対応型 の無電解 ニ

ッケルめっき液である。

鉛代替安定剤 には有機系化合物 を使用 してお り、今後、鉛 、水銀、カ ドミウ

ム、6価 クロム以外の重金属が規制対象 となった場合にも対応可能である。

今回は、市揚か らの要望が多い、中 リンタイプ浴(ト ップニコロンMP・GE)

と高 リンタイプ浴(ト ップニコロンHP-GE)を 製 品化 したので、表1に 使用

条 件及び特徴 について紹介す る。

表1ト ップニ コロンGEシ リーズの使用条件及び特徴一
・析 出庫膜 は光沢、 レベ リングに優れている。

・浴 の老化に伴 う析出皮膜の光沢低下が少ない。

・析 出速度:17～20μmlhr(建 浴 時)

・リン含有率:8～10wt%

・析 出皮膜 は、耐食性 、耐薬品性及 び耐変色性

に優れてい る。

・析出速度:11～14μmlhr(建 浴 時)

・リン含有率:10～11wt%

MP・AGE:150ml1L

MP・BGE:50ml1L

Ni=5.Og1L

pH:4.5

温 度:90℃

HP-MGE:100m1几

HP・1GE:55mVL

Ni:5.591L

pH:4.75

温 度 二90℃

・トッ プ ニ コ ロ ン
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4.お わ りに

今回、当社では重金属 フリー無電解 ニ ッケルめっき液の開発に着手 し、中 リ

ンタイプ浴 の 「トップニコロンMPGE」 と高 リンタイプ浴 の 「トップニ コロ

ンHP・GE」 を開発 した。現在、低 リンタイプ浴についても検討 中で、今後、

製品化 を予定 している。

また、今後 の無電解ニ ッケル めっきの環境対応 としては、廃液の削減 による

環境負荷低減 が挙げ られ、当社ではめ っき液の長寿命化および リサイ クル化技

術の開発に取 り組むことで、ユーザーの要望に応 えていきたいと考 えている。
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